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第 １ 条  公 益 社 団 法 人 腐 食 防 食 学 会 （ 以 下 「 本 会 」 と い う 。 ） は 、 定 款 第 4

条 ( 9 )に 基 づ き 腐 食 防 食 に 関 す る 学 術 及 び 技 術 の 発 展 を 奨 励 す る 目 的 を

も っ て 、 こ の 規 程 に よ り 表 彰 を 行 う 。 そ の 対 象 者 は 定 款 第 4条 ( 9 )に 基 づ

き 、 腐 食 防 食 に 関 し て 功 績 の あ っ た 者 と す る 。  

 

第 ２ 条  本 会 に 腐 食 防 食 学 会  学 会 賞 (以 下 「 学 会 賞 」 と い う 。 )、 腐 食 防 食

学 会 岡 本 剛 記 念 講 演 賞 (以 下 「 岡 本 剛 記 念 講 演 賞 」 と い う 。 )、 腐 食 防 食

学 会 学 術 功 労 賞 （ 以 下 「 学 術 功 労 賞 」 と い う 。 ） 、 腐 食 防 食 学 会 技 術 功

労 賞（ 以 下「 技 術 功 労 賞 」と い う 。）、腐 食 防 食 学 会 論 文 賞 (以 下「 論 文

賞 」と い う 。 )、腐 食 防 食 学 会 技 術 賞 (以 下「 技 術 賞 」と い う 。 )、腐 食 防

食 学 会 進 歩 賞 (以 下「 進 歩 賞 」と い う 。 )、腐 食 防 食 学 会 功 績 賞 (以 下「 功

績 賞 」と い う 。 )、腐 食 防 食 学 会 貢 献 賞 (以 下「 貢 献 賞 」と い う 。 )、及 び

腐 食 防 食 学 会 若 手 講 演 賞 （ 以 下 「 若 手 講 演 賞 」 と い う 。 ） を 設 け る 。  

 各 賞 の 英 語 表 記 を 附 表 に 示 す 。  

 

第 ３ 条  学 会 賞 は 腐 食 防 食 の 分 野 に お け る 科 学 技 術 の 進 歩 並 び に 本 会 の 発

展 に 顕 著 な 貢 献 を し て い る 者 に 対 し て 授 与 す る 。 学 会 賞 は 賞 状 及 び 賞 牌

と す る 。  

 

第 ４ 条  岡 本 剛 記 念 講 演 賞 は 、腐 食 防 食 の 分 野 に お け る 学 術 の 進 歩 発 展 に 顕

著 な 貢 献 を し て い る 者 を 講 師 に し 、 そ の 者 を 表 彰 す る 。 岡 本 剛 記 念 講 演

賞 は 賞 状 及 び 賞 牌 と す る 。  

 

第 ５ 条  学 術 功 労 賞 は 、腐 食 防 食 の 分 野 に お け る 学 術 の 進 歩 発 展 に 功 労 が あ

り 、 そ の 年 齢 が 受 賞 の 年 の ４ 月 １ 日 現 在 で 満 4 0才 以 上 満 5 5歳 以 下 の 者 に

対 し 授 与 す る 。 学 術 功 労 賞 は 賞 状 及 び 賞 牌 と す る 。  

 

第 ６ 条  技 術 功 労 賞 は 、腐 食 防 食 の 分 野 に お け る 技 術 の 進 歩 発 展 に 功 労 が あ

り 、 そ の 年 齢 が 受 賞 の 年 の ４ 月 １ 日 現 在 で 満 4 0才 以 上 満 5 5歳 以 下 の 者 に

対 し て 授 与 す る 。 技 術 功 労 賞 は 賞 状 及 び 賞 牌 と す る 。  

   

第 ７ 条  論 文 賞 は 本 会 会 誌「 材 料 と 環 境 」に 掲 載 さ れ た 論 文 の う ち 、学 術 上

ま た は 技 術 上 特 に 優 れ た 論 文 の 著 者 に 対 し て 授 与 す る 。 審 査 の 対 象 と な
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る 論 文 は 、 審 査 を 行 う 年 の 前 年 お よ び 前 々 年 に 掲 載 さ れ た も の と す る 。

論 文 賞 は 賞 状 及 び 賞 牌 と す る 。  

 

第 ８ 条  技 術 賞 は 腐 食 防 食 の 分 野 に お け る 工 業 技 術 の 開 発 を 行 い 、啓 蒙 ま た

は 普 及 に 顕 著 な 貢 献 を し た 者 に 対 し 授 与 す る 。 技 術 賞 は 賞 状 及 び 賞 牌 と

す る 。  

 

第 ９ 条  進 歩 賞 は 腐 食 防 食 の 分 野 に 関 す る 優 秀 な 研 究 、あ る い は 技 術 上 の 貢

献 を 行 い 、 そ の 年 齢 が 受 賞 の 年 の ４ 月 １ 日 現 在 で 満 4 0才 未 満 の 者 に 対 し

授 与 す る 。 進 歩 賞 は 賞 状 及 び 賞 金 と し 、 賞 金 に つ い て は 上 限 を 1 0万 円 と

し て 表 彰 選 考 委 員 会 に て 審 議 し 、 第 1 9条 の 報 告 時 に 合 わ せ て 報 告 す る 。  

 

第 １ ０ 条   功 績 賞 は 満 6 5才 以 上 の 正 会 員 で 、永 年 に 亘 り 本 会 並 び に 本 会 支 部

の 事 業 発 展 に 貢 献 し た 者 に 対 し 授 与 す る 。  功 績 賞 は 賞 状 と す る 。  

 

第 １ １ 条  貢 献 賞 は 満 5 5才 以 上 、在 籍 1 5年 以 上 の 正 会 員 で 、本 会 並 び に 本 会 支

部 の 運 営 ・ 発 展 に 尽 力 し た 者 に 対 し 授 与 す る 。 貢 献 賞 は 賞 状 と す る 。  

 

第 １ ２ 条  若 手 講 演 賞 は 、本 会 主 催「 材 料 と 環 境 講 演 大 会 」並 び に「 材 料 と 環

境 討 論 大 会 」 で 催 す コ ン ペ テ ィ シ ョ ン ・ セ ッ シ ョ ン 又 は ポ ス タ ー セ ッ

シ ョ ン に て 、優 秀 な 講 演 又 は 発 表 を 行 っ た 満 3 0歳 未 満 の 者 に 授 与 す る 。

若 手 講 演 賞 は 、 賞 状 及 び 金 券 と す る 。 金 券 に つ い て は 若 手 講 演 優 秀 賞

に お い て 上 限 を 5 , 0 0 0円 、 若 手 講 演 奨 励 賞 に お い て 上 限 を 2 , 0 0 0円 と し

て 、表 彰 選 考 委 員 会 に て 審 議 し 、第 1 9条 の 報 告 時 に 合 わ せ て 報 告 す る 。  

 

第 １ ３ 条   表 彰 件 数  

（ １ ）  学 会 賞 は 毎 年 1名 を 原 則 と す る が 、 複 数 の 受 賞 を 妨 げ な い 。  

（ ２ ）  岡 本 剛 記 念 講 演 賞 は 毎 年 1名 を 原 則 と す る 。  

（ ３ ）  学 術 功 労 賞 は 毎 年 1名 を 原 則 と す る 。  

（ ４ ）  技 術 功 労 賞 は 毎 年 1名 を 原 則 と す る 。  

（ ５ ）  論 文 賞 は 毎 年 1件 を 原 則 と す る が 、 複 数 の 受 賞 を 妨 げ な い 。  

（ ６ ）  技 術 賞 は 毎 年 3件 程 度 を 原 則 と し 、 最 大 で も 5件 以 内 と す る 。  

（ ７ ）  進 歩 賞 は 毎 年 2件 を 原 則 と す る 。  

（ ８ ）  功 績 賞 は 毎 年 複 数 名 と す る 。  

（ ９ ）  貢 献 賞 は 毎 年 複 数 名 と す る 。  

（ １ ０ ）  若 手 講 演 賞 は 大 会 ご と 若 手 講 演 優 秀 賞 １ 名 、 若 手 講 演 奨 励

賞 を コ ン ペ テ ィ シ ョ ン ・ セ ッ シ ョ ン 講 演 者  
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  又 は ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 発 表 者 の 複 数 名 と す る 。  

       

第 １ ４ 条  学 会 賞 、岡 本 剛 記 念 講 演 賞 、学 術 功 労 賞 、技 術 功 労 賞 、論 文 賞 、技

術 賞 、 進 歩 賞 、 功 績 賞 、 貢 献 賞 、 若 手 講 演 賞 の 受 賞 候 補 者 は 本 会 会 員

と す る 。 た だ し 技 術 賞 及 び 若 手 講 演 賞 の 場 合 は 特 別 会 員 所 属 の 個 人 を

受 賞 候 補 者 と す る こ と が で き る 。  

 

第 １ ５ 条  受 賞 候 補 者 の 推 薦 者 は 、 学 会 賞 、 学 術 功 労 賞 及 び 技 術 功 労 賞 は ( 1 )

役 員 （ 理 事 、  監 事 ） ま た は 支 部 長 、 ( 2 )名 誉 会 員 、 理 事 経 験 者 、

支 部 長 経 験 者 、ま た は ( 3 )正 会 員 3名（ の 連 署 ）と す る 。岡 本 剛 記 念

講 演 講 師 候 補 者 の 推 薦 は 別 に 定 め る 岡 本 剛 記 念 講 演 講 師 選 考 内 規

に 基 づ く も の と す る 。論 文 賞 、技 術 賞 、進 歩 賞 の 受 賞 候 補 者 の 推 薦

者 は 名 誉 会 員 、永 年 会 員 、正 会 員 及 び 特 別 会 員 と す る 。功 績 賞 並 び

に 貢 献 賞 候 補 者 の 推 薦 は 別 に 定 め る 功 績 賞 選 考 内 規 並 び に 貢 献 賞

選 考 内 規 に 基 づ く も の と す る 。若 手 講 演 賞 の 推 薦 は 、別 に 定 め る 若

手 講 演 賞 選 考 内 規 に 基 づ く も の と す る 。  

 

第 １ ６ 条   学 会 賞 、学 術 功 労 賞 、技 術 功 労 賞 、論 文 賞 、技 術 賞 及 び 進 歩 賞 の

受 賞 候 補 者 を 推 薦 す る 者 は 推 薦 理 由 を 付 し 、 書 面 を も っ て 本 会 会 長 に 申

し 出 る も の と す る 。  

 

第 １ ７ 条   若 手 講 演 賞 受 賞 候 補 者 は 、本 会 主 催「 材 料 と 環 境 講 演 大 会 」並 び

に 「 材 料 と 環 境 討 論 大 会 」 で 催 す コ ン ペ テ ィ シ ョ ン ・ セ ッ シ ョ ン に て 講

演 、 又 は ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン に て 発 表 を 行 っ た 者 と す る 。  

 

第 １ ８ 条   受 賞 者 の 選 考 は 表 彰 選 考 委 員 会 で 行 う 。表 彰 選 考 委 員 は 理 事 会 が

毎 年 若 し く は 大 会 ご と に こ れ を 選 定 し 、 本 会 会 長 が 委 嘱 す る 。 委 員 長 は

本 会 会 長 が 会 員 の 中 か ら 指 名 し 委 嘱 す る 。 た だ し 選 考 手 続 の 細 部 に つ い

て は 各 賞 の 選 考 内 規 の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 

第 １ ９ 条   表 彰 選 考 委 員 会 は 推 薦 さ れ た 候 補 者 、若 し く は 若 手 講 演 賞 の 場 合

は 講 演 を お こ な っ た 候 補 者 の う ち か ら 適 当 と 認 め る 者 を 選 定 し 、 そ の 結

果 を 選 定 理 由 に 付 し て 本 会 会 長 に 報 告 す る 。  

 

第 ２ ０ 条  本 会 会 長 は 学 会 賞 、 岡 本 剛 記 念 講 演 賞 、 学 術 功 労 賞 、 技 術 功 労 賞 、

論 文 賞 、 技 術 賞 及 び 進 歩 賞 に 係 る 前 条 の 報 告 を 理 事 会 に 諮 り 、 そ の 議

決 を へ て 受 賞 者 を 決 定 す る 。 た だ し 、 若 手 講 演 賞 、 功 績 賞 お よ び 貢 献
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賞 受 賞 者 の 決 定 は 、 選 考 内 規 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 

第 ２ １ 条   学 会 賞 、 岡 本 剛 記 念 講 演 賞 、 学 術 功 労 賞 、 技 術 功 労 賞 、 論 文 賞 、

技 術 賞 、 進 歩 賞 、 功 績 賞 及 び 貢 献 賞 の 授 与 は 、 「 材 料 と 環 境 講 演 大 会 」

に お い て 本 会 会 長 が 行 う 。  

 

2  若 手 講 演 賞 の 授 与 は 、本 会 主 催「 材 料 と 環 境 講 演 大 会 」な ら び に「 材

料 と 環 境 討 論 大 会 」 の 技 術 交 流 会 に お い て 本 会 会 長 が 行 う 。  

 

第 ２ ２ 条  こ の 規 程 の 改 廃 は 理 事 会 の 議 決 を 要 す る も の と す る 。  

 

  附 表 ： 各 賞 英 語 表 記 一 覧 表  

 

 

                                                                                                                            

昭 和 5 3．  9． 1 8（ 改 訂 ） 平 成 1 2 .   1 .  2 4（ 改 訂 ） 平 成 2 9 .  5 . 2 5（ 改 訂 ）  

5 7． 1 2． 2 5（ 改 訂 ） 1 2 .   6．  1（ 改 訂 ） 平 成 3 1 . 0 1 . 2 2（ 改 訂 ）  

5 8．  5． 2 0（ 改 訂 ） 1 6 .   1． 3 0（ 改 訂 ） 令 和 2 . 7 . 2 7（ 改 訂 ）  

6 1．  1． 3 1（ 改 訂 ） 2 0 .   3． 1 4（ 改 訂 ）   

平 成 元 ．  1． 2 5（ 改 訂 ） 2 1 .   7． 2 2（ 改 訂 ）  

3．  1． 2 4（ 改 訂 ）   2 3． 5． 2 3（ 改 訂 ）   

9．  5．  6（ 改 訂 ）     2 4． 1 1． 2 9（ 改 訂 ）  

1 1．  5． 2 0（ 改 訂 ）   2 6． 1 1． 2 6（ 改 訂 ）   

1 1．  7 .  2 1（ 改 訂 ） 2 7 .  7 .  2 7（ 改 訂 ）  
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附 表  各 賞 英 語 表 記  一 覧  

 

和 名  英 語 表 記  

学 会 賞  The  Aw ar d o f J SC E  

岡 本 剛 記 念 講 演 賞  Oka mot o Go Mem or ial  Le ct ure  A w a r d  

  

学 術 功 労 賞  The  JS CE  Aw ard  f or Sci en t if ic Co ntr ibu ti on  

技 術 功 労 賞  The  JS CE  Aw ard  f or Tec hn ica l C on tri but io n  

論 文 賞  The  JS CE  Aw ard  f or the  B est  Pa pe r  

技 術 賞  The  JS CE  Aw ard  f or the  T ech nic al  De vel op men t  

進 歩 賞  The  JS CE  Aw ard  f or the  P rom isi ng  Re sea rc her  

  

若 手 講 演 優 秀 賞  T he  J SCE  Aw ar d f or t h e B est  P res ent a ti o n  of  Y ou n g  

Res ear ch er  

若 手 講 演 奨 励 賞  The JS CE  Enc ou ra gem ent  A war d f or  Pre se nt ati on of  

You ng Re sea rch er  

  

功 績 賞  The  JS CE  Aw ard  f or Dis ti ngu ish ed  Ac hie ve men t  

貢 献 賞  The  JS CE  Aw ard  f or Dis ti ngu ish ed  Co ntr ib uti on  

特 別 功 労 賞  The  JS CE  A w ard  f or Par ti cul ar Co ntr ibu ti on  
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